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  第４章 今から愛媛の道づくりが目指すみち 
２．これからの愛媛の道づくり － 基本方向・整備施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市部を中心として慢性的に発生している交通の渋滞の緩和を図りま

す。また、空港、港、鉄道駅などの物流拠点と都市中心部や高速道路

ＩＣなどを結ぶ道路を整備します。さらに、都市再開発や市町村合併

などの街づくりと一体化した道路整備を進めます。これにより、物流

活動の効率化や都市の活性化を促進し、競争力のあるたくましい産業

社会にしたいと考えています。 

通勤・通学や買い物などに使う生活道路の急カーブやすれ違いが困難

な場所を解消し、快適に走れるように整備します。また、歩道の整備

やバリアフリー化を推進し、誰でも安心して歩けるようにします。さ

らに、落石などの危険性がある箇所の対策や大雨・地震のときの避難・

救援ルートの整備をすすめます。これにより、安心で快適な生活を楽

しめるようになり、いつまでも住みたい地域にしたいと考えています。

高速道路の早期の延伸と高速道路ネットワークの形成を推進します。 
また、高速道路へのアクセス道路の整備や主要都市間を結ぶ幹線道路

の整備による広域交流ネットワークの形成をすすめ、地域間の交流や

連携が強化・拡充されることを目指します。 
これにより、地域間格差のない自立する地域へと生まれ変わっていき、

「自立する四国」の形成へつなげたいと考えています。 

愛媛の道路が抱える様々な課題を解決した先に見え

る愛媛の姿は、県が掲げる長期計画で目指している姿と

一致することがわかりました。そこで、一致した「交流」

「活力」「快適」の３項目が愛媛の道路整備が目指して

いくべきキーワードと考え、愛媛県の道づくりの基本方

向を定めました。 

一つめの基本方向は「交流」をキーワードに『「自立

する四国」広域交流・連携をめざした道づくり』としま

した。広域交流ネットワークを整備し地域間の交流や連

携の強化・拡充を図ることで、地域間に格差のない自立

する地域に生まれ変わることを目指し、「自立する四国」

の形成へとつなげます。 

道道づづくくりりのの基基本本方方向向  

「自立する四国」 
広域交流・連携を目指した道づくり 

活力ある都市を再生する道づくり 

安心で快適な生活を楽しめる道づくり 

●愛媛の道づくりのビジョンと評価指標 

交流・活力・快適えひめをめざして 
二つめの基本方向は「活力」をキーワードに『活力あ

る都市を再生する道づくり』としました。都市内の道路

を整備して渋滞の解消や物流拠点の連絡を図るととも

に街づくりと一体化した道路の整備を進めて、物流を効

率化させ都市を活性化させることにより競争力あるた

くましい産業社会の創造を目指します。 

三つめの基本方向は「快適」をキーワードに『安心で

快適な生活を楽しめる道づくり』としました。普段、利

用する生活道路の急カーブやすれ違うことが困難な区

間を整備し、気軽に歩けるように歩道を整備し、さらに

救急や災害救助に役立つ道路の走行性を高めることで、

安心で快適な生活環境を創りだし、いつまでも住みたい

と思う地域づくりを目指します。 

道路の現況 
地域の現況 

背背景景  

愛媛県民の声 

長長期期計計画画  

社会情勢の変化 
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中山間地の道路のうち２車線化や局部的整備、待避所

設置を組み合わせた整備（1.5車線的整備）等により、

大型車を含めた全ての車が容易にすれ違いが可能と

なる延長の割合により評価 

圏域中心都市のうち松山市まで 60 分で到達可能な都

市の割合により評価 

市町村役場から圏域中心都市まで 30 分で到達可能な

市町村の割合により評価 

集落中心（小学校）から市町村役場まで 30 分で到達

可能な集落の割合により評価 

市町村合併が計画されている市町村間の役場を結ぶ

最短ルートのうち、快適に走行できるルートの割合で

評価 

渋滞に巻き込まれて無駄にした時間で評価 
 

整備済みの緊急輸送ルートにより生活圏の中心都市

や隣接する市町村とつながっている割合 

自動車走行による道路交通量に対する死傷事故の割

合の減少量により評価 

市街地の道路のうち広い歩道が整備されている延長

の割合により評価 

整備施策 

「誇れる愛媛」を実現するため、３つの基本方向のそ

れぞれについて具体の整備施策を掲げました。 

まず、県内外の交流を促進し「自立する四国」を目指

すための整備施策として「四国８の字ルートの形成」「広

域道路ネットワークの整備」の２項目を掲げました。次

に、地域の活力を向上し都市再生を目指すための整備施

策として「都市環状道路等の整備」「魅力ある街づくり

と連携した道路整備」の２項目を掲げました。そして、

安心で快適な生活の達成を目指すための整備施策とし

て「いつも利用の生活基盤道路の整備」「災害にそなえ

る道路の整備」「歩いてやさしい道路の整備」の３項目

を掲げました。 

わかりやすい項目で成果を評価 

今までの道路整備でも、道路が抱える問題を解消し

様々な効果を生みだしてきました。しかし、愛媛県全体

で見た場合には、道路の整備は改良率などの整備量で示

され、どれだけの問題を解消しどれだけの効果を生みだ

してきたかという視点での評価はあまり行われていま

せんでした。 

これからは、道路整備がもたらす様々な成果をわかり

やすい指標を用いて評価をすることで、道路整備が県民

生活や社会にとってどのように貢献しているのかを明

らかにし、無駄のない道路整備を進めていきます。 

 

四国８の字ルートの形成 

広域道路ネットワークの整備 

都市環状道路等の整備 

魅力ある街づくりと連携した道路整備 

いつも利用の生活基盤道路の整備 

歩いてやさしい道路の整備 

災害にそなえる道路の整備 

整整備備施施策策  アアウウトトカカムム指指標標（（案案））  

・ 高規格幹線道路を補完する地域高規格道路を整備します 
・ 空港、港湾等の交通拠点へのアクセス道路を整備します 
・ 地方拠点間を結ぶルートの国道や県道を整備します 

・ 南予地方への高速道路の延伸をすすめます 
・ 高速道路を補完する高規格道路の整備をすすめます 
・ 高速道路のインターチェンジへのアクセス道路を整備します 

・ 渋滞する市街地中心部を通らず通過できる環状道路を整備します 
・ 道路の渋滞が解消されるようバイパス等を整備します 
・ 交通需要マネジメントを推進します 

・ まちの再生・活性化と連携した街路、道路を整備します 
・ 市町村の合併を支援する道路を整備します 
・ 住民参加による道路美化活動を支援する制度の拡充を図ります 

・ 日常の買い物や通勤通学に使う道路の、すれ違いが困難な箇所や見通しが

悪い箇所の解消となるよう整備を行います 
・ 緊急医療施設へのアクセス道路の整備を行います 

・ 災害に強く、緊急時の信頼性の高い道路を整備します 
・ 崩壊の危険性がある箇所の法面補強などの防災対策を実施します 

・ 高齢者等が快適に利用できる歩行空間のバリアフリー化を図ります 
・ 通学する児童や生徒が安心して通行できる歩道、自転車道を整備します 
・ 四国、愛媛の財産であるへんろ道の再生をはかります 

指標１ アクセスプラン達成率 

指標３ 渋滞による損失時間 

指標４ 緊急輸送ルート確保率 

指標６ 市街地歩道整備率 

指標２ 市町村合併支援率 

１―１ 県都60アクセス達成率 

１―２ 中心都市30アクセス達成率 

１―３ 市町村役場30アクセス達成率 

指標５ 道路交通における死傷事故率 

指標７ 離合困難解消率 
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第２編 愛媛の道づくり －未来へ－ 


	第2編　愛媛の道づくり －未来へ－
	第4章　今から愛媛の道づくりが目指すみち
	2.これからの愛媛の道づくり－基本方向・整備施策





